
 

2018 年 2 月 26 日 

株式会社京王百貨店 

新宿店・菓子売場が 3 月 8 日（木）に改装オープン！ 

食品フロア（菓子・惣菜売場）11年ぶりの大規模改装で、話題のショップも多数出店 

  

 
 

京王百貨店（本社：東京都新宿区、社長：駒田一郎）は、新宿店の中地階食品フロア改装を 2018 年春から

秋にかけて実施し、第 1 弾として菓子売場を 3 月 8 日（木）にオープンします。 

食品フロアは地下 1 階・中地階の 2 フロアからなり、この 3 月と 4 月、そして 9 月と段階的に「デパ地下」

の顔である惣菜・菓子のある中地階を改装します。中地階は 07 年以来 11 年ぶりの大規模改装で、菓子店舗

は新規 16 店舗を含め、洋菓子 28 店舗、和菓子 20 店舗、パン・嗜好品（茶など）6 店舗の計 54 店舗（うち

3 店舗は 4・5 月のオープン）となります。 

食品フロアの基本コンセプトは「食にこだわる大人へ、毎日の楽しさ・しあわせの提案」。百貨店の食品フ

ロアに求められる役割は、従来のギフト需要に加え、デイリー需要の増加など多様化しています。また、共

働き世帯の増加やＳＮＳ等での情報量の増大から、「時短」「見栄えの良さ・話題性」などもこれまで以上に

必要とされるようになりました。地下 1 階は、食材から中食まで、その日の食卓の準備が 1 フロアでかなう、

新宿駅改札至近の利便性の高いフロアに。中地階は、菓子・惣菜の老舗から話題の店舗までを集め、コンパ

クトな面積ながらも品目数・ショップ数の充実したフロアとします。 

 

 

 

 

 

 

この件に関するお問合せは、京王百貨店 広報 TEL：03－5354－2855 

竹田、深山、柴井、永井、進藤 までお願いいたします。 
 
 
 
 
 

＜改装のポイント＞ ①働く女性のデイリー需要に対応する、生菓子の強化 

②「SNS 映え」にも対応！“オシャレで美味しい”スイーツ強化 

③手土産に最適な話題のショップや専門店導入 

④幅広い世代から人気のカテゴリー「パン」を一新！ 

 



  

１．自分へのご褒美スイーツはやっぱり“生”菓子 

「仕事後のプチ贅沢」や「自分へのご褒美｣に食べたいのは、その日の気分で選ぶフレッシュスイーツ。

自分用のスイーツは生菓子を購入する方が多いため、働く女性のデイリー需要に対応する新鮮なフルーツや

季節素材を使用した生ケーキや和菓子のショップを強化します。 
 

●ファウンドリー 「福岡県産大粒あまおうのタルト～練乳ソース添え～」 

（直径 15cm）3,672 円 ※5 月中旬頃まで販売 

 旬の素材にこだわったスイーツ作りを行う人気店。生産技術の向上などによ

り季節を問わず食材がそろう時代に、「旬の食材を味わう」という日本の文化

を大切にしていきたいという思いを込めた、素材の魅力を引き立てたケーキ・

焼菓子がそろいます。5 月頃までは、「あまおう」「レッドパール」をはじめ、

品種にこだわったイチゴを使用したケーキを展開します。※3 月 7 日オープン 

 

 

●資生堂パーラー 「①ガトーフレーズ／②伝統のチーズケーキ」 ①594 円／②454 円 

 銀座に本店を置く、1902 年創業の洋食レストラン・洋菓子の老舗。吟味さ

れた素材で作られた、老舗ならではの上品でどこか懐かしい味わいのケーキが

そろいます。ショートケーキやチーズケーキなどの定番アイテムに、季節限定

アイテムやロールケーキを加えた品ぞろえは、自分用はもちろんのこと、家族

など幅広い世代の方が楽しめるラインアップです。  

●シフォンケーキ ムムス 「デコポンオレンジシフォン」 （１カット）400 円 

      ※3 月下旬頃まで販売  ↄѧїↄ  

 神奈川県茅ケ崎市に本店を置く、シフォンケーキの専門店。平飼いの卵、鹿

児島県産サトウキビから作られる「洗
せん

双糖
そうとう

」、国産小麦など厳選された素材で

手作りする、安心・安全でおいしいシフォンケーキの店。製造スタッフは全て

女性で、ロイヤルミルクティー・プレーン・バナナなどの定番フレーバーと季

節限定フレーバーを合わせた約 10 種類を販売します。ホール、カットでの販

売のほか、新宿店限定販売の「カップシフォン」も用意。※2 月 1 日オープン 

 

 

そのほか、和菓子：「銀座 鹿乃子」、フロア内厨房で作る出来立ての和菓子：「仙太郎」（5 月オープン）などが新規出店しま

す。 

 

 

２．お菓子やパッケージの「デザイン」にも注目のスイーツ 

SNS の普及などにより個人がセンスや個性をアピールする場が増え、“見た目”への関心は高まっていま

す。そこで、本格的な味わいに加え、お菓子の造形やパッケージへのこだわりも強いブランドを導入。味も

デザインも迷ってしまう･･･そんな「選ぶ楽しみ」も提供する話題のショップがそろいます。 

●ブルームス 「ディアマン 4 種の詰め合わせ」（4 枚入）551 円  ὧ᷂Ӣѧїↄ  

 自由が丘に本店を構えるタルト・焼菓子の専門店。菓子ごとの相性に合わせ

てさまざまなバターを使い分けたり焼き加減の微調整をしたり、添加物などを

一切使わずにシンプルな素材で丁寧に作られたお菓子がそろいます。写真の商

品など、一部の焼菓子パッケージにはイタリア・ロッシ社のペーパーを使用

し、時期によって異なるデザインも人気です。※2 月 1 日オープン  



 

●グラモウディーズ  ὧ᷂Ӣѧїↄ  

 「フルーツヨーグルトマカロン」（6 個入）1,296 円 ※3 月下旬頃まで販売 

 神戸発祥のマカロン専門店。有名パティスリー「ピエール・エルメ（赤

坂）」でシェフパティシエを務めたマーク・グレイス氏が 2008 年に立ち上げた

ブランドです。「ラグジュアリー」をコンセプトに素材の魅力を追求し繊細な

技術で作られるマカロンは、定番のほか独創的なフレーバーも用意します。イ  

チゴ・キウイなど 6 種のドライフルーツを使用したマカロンは期間限定販売。

●パパブブレ 「フルーツミックス」（40g）480 円 

 スペイン・バルセロナ発祥のキャンディショップ。看板商品は、一粒一粒が

繊細で鮮やかなデザインのキャンディ詰め合わせです。歳時記に合わせた期間

限定デザインは、SNS などでも度々話題に。ほろほろと溶けていく食感や上品

な味わいは日本人の好みに合わせて計算されており、感度の高い大人の方への

ギフトにもおすすめです。※3 月 1 日オープン 

 

 

そのほか、チョコレート専門店：「デカダンス ドュ ショコラ」（百貨店初出店）、メリーチョコレートカムパニー社の手掛けるブラン

ド：「ルル メリー」（新宿地区初出店）も新登場。 

 

 

＜番外編＞もらって嬉しいパッケージ特集 

             

 

 

３．手土産に最適！シーンで使い分けできる話題のショップ 

「手土産に」「自分用に」と、つい買い込んでしまうような話題の行列店や豊富なフレーバーを展開する

専門店をそろえました。個包装や 1 カ月以上の日持ちなど、手土産のポイントをおさえたラインアップ。 
 

「大人数向けでもトレンド感をアピールしたい！」  ↄѧїↄ  

●ニューヨークパーフェクトチーズ 「ニューヨークパーフェクトチーズ」（12 個入）1,620 円 

 17 年 3 月に誕生した、世界中で活躍する 3 人のチーズのプロフェッショナ

ル*が監修するニューヨークスタイルのチーズ菓子専門店。日持ちのする焼菓

子が基本で、手土産に人気の高いショップです。※3 月 7 日オープン 
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SNS の普及などによりギフト選びの 
『パッケージ』の重要性は高まる傾向 
 



 

「キュートな個包装と豊富なフレーバーが差し入れに嬉しい！」  Кѧїↄ  

●ティサージュ 「ティサージュ ミルフィーユ」（12 個入）1,296 円 

 2013 年に誕生したパイ菓子専門店。常設店は都内初出店です。バターのみ

を使用して焼き上げたサクサクとした生地と、口溶けの良いチョコレートから

なるミルフィーユは、一口サイズで存分に風味が味わえます。フレーバーは定

番や季節限定のもの、関東地区限定のメープル味などを用意し、1 個から購入

可能。贈り先に合わせて内容を変えることができ、自分用、プチギフト、贈答

用などさまざまなシーンに対応します。※3 月 1 日オープン 

 

 

「相手の好みがわからない時の救世主！和洋折衷スイーツ」  ὧ᷂Ӣѧїↄ  

●フェーヴ 「①落花生×深煎りきなこ／②カシュー×フランボワーズ」 

①70g・300 円／②80g・400 円 

 自由が丘に本店を置く豆スイーツの専門店。世界的に活躍する日本人パティ

シエ・辻口博啓氏の、「栄養豊富で保存性に優れた豆の魅力を、スイーツのよ

うに美味しく手軽に味わえたら」という思いから誕生したブランドです。それ

ぞれの素材の特長を活かしながら、フルーツなどと組み合わせる意外性も魅力

の一つ。和洋折衷な豆スイーツは、男女問わず幅広い世代におすすめできる一

品です。※2 月 25 日オープン 

 

 

 辻口博啓シェフ 

 

 

 

４．“スイーツにもお食事にも” 老若男女に人気の「パン」 

手軽なおやつにも食事にもなるパンは、食卓の洋食化と相まって年々人気の高まるカテゴリー。デイリー

使いの方も多い「パン」を再強化し、より気軽に百貨店の食品フロアを利用していただくきっかけ作りを目

指します。 

 

●メルヘン 「①タマゴサンド／②フルーツスペシャル（いちご）」（１袋）①324 円／②389 円 

 日本人の味覚に合わせた種類豊富なサンドイッチが人気です。300 種類以上の中か

ら季節ごとの旬の味を、店内厨房で製造・販売します。  

●ジュウニブン（4 月 19 日オープン） ↄѧїↄ  

 パンが人気の「365 日」（東京・代々木公園）運営会社直営の、国産小麦を使用す

る新ブランドベーカリー。｢再発見｣をテーマに、日本の幅広いパン文化を象徴するカ

レーパンなどの定番パンを中心にそろえます。「みんなが好きなパンが必ず見つか

る」を目指し、豊富なバリエーションを展開します。 

 

 

 

 

＜今後の予定＞ 

4 月：大手製菓会社「ロッテ」の新業態が百貨店初登場（期間限定） 

9 月：惣菜売場改装オープン 

 


